
HC2216-GR-AS 8-389-01 HC2217-GR-AS 8-389-02

HC2218-GR-AS 8-389-03 HC9009-GR-AS 8-389-11

この度は本製品をお買い求め頂き、誠にありがとうございます。
ご使⽤の前に、本取扱説明書をよくお読みになり、末永くご愛⽤くださいますようお願い申し上げます。
また、 お読み頂きました後も⼤切に保管してください。

取扱説明書
Ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ Ｍａｎｕａｌ

松葉杖
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ー最初にお読みくださいー

〈安全上のご注意〉
製品のご使⽤前に『安全上のご注意』をよくお読みいただき、製品を安全に正しくお使いください。誤った使い⽅に
起因する危害や損害を防⽌するための重要な事項について記載しています。

本書や本体に使われている図記号の意味は、次の通りです。

「してはいけないこと」を⽰しています。

「注意すること」を⽰しています。

警告 取り扱いを誤ると⼤ケガや事故などにつながる恐れがあります

注意

本製品は医療事業者向け商品です。家庭⽤・⼀般⽤商品ではありません。

本製品の使⽤時は周囲の状況に⼗分ご注意ください。周辺への注意を怠ると思わぬ段差に
引っ掛かって転倒し、⼤けがをする恐れがあります。

使⽤頻度・状況などにより⼤きく左右されますが、使⽤期間は4年としています。ラベル（p4参
照）に使⽤開始⽇を必ず記⼊し、4年を超えて使⽤しないでください。また、破損などがあった
場合は使⽤期間内であってもすぐに使⽤をやめ、買い替えなどをご検討ください。
※使⽤期間は先端ゴムなどの消耗部品を除き、通常のご使⽤で修理不能となるまでの予測

年数を⽰したものです。保証期間とは異なり、期間中の使⽤を保証するものではありません。

使⽤前に以下のことをご確認ください。（p12『使⽤前点検チェックリスト』をご活⽤ください）
• 各部に割れや破損、変形、サビ、ぐらつきなどの異常がないか
→該当する場合は直ちに使⽤をやめ、買い替えなどをご検討ください。
• グリップの位置がしっかりと固定されているか
• 先端ゴムに⻲裂・摩耗や損傷がないか（⻲裂・摩耗や損傷があるまま使⽤する

と転倒の恐れがあります）
• 本書p5の『全⻑調節⼿順』の⼿順に従って適切な⻑さに調節されているか
• 全⻑調節⽳に全⻑調節ボタンが左右同じ⾼さでしっかりとはまっているか

医師や専⾨の指導員の指⽰に従って正しくご使⽤ください。

歩⾏時に先端部が溝などにはまらないよう⼗分ご注意ください。破損やケガの恐れがあります。

本製品の耐⽤年数は4年*です。
*厚⽣労働省の補装具としての軽⾦属松葉杖の耐⽤年数です。
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禁⽌

次のような場所での使⽤は避けてください。転倒によるけがの恐れがあります。
• 濡れているところや凍結した地⾯などといった、滑りやすいところ
• 凹凸の激しいところ
• 砂利道や砂の多いところ
• 段差のあるところ

フレームが変形した場合など、破損や異常、サビ、異⾳などがある場合は絶対に使⽤しないでく
ださい。突然の破断により転倒し、⼤けがをする恐れがあります。

本製品を歩⾏補助以外の⽬的（椅⼦がわり、護⾝⽤など）や登⼭⽤ステッキとして使⽤しな
いでください。本来の⽬的以外に使⽤して事故などが起きた場合、弊社は⼀切の責任を負いか
ねます。

危険ですので本製品の分解・改造・ご⾃⾝での修理は絶対にしないでください。保証の対象外
となります。

先端部を⼈に向けたり、本製品を振り回したりしないでください。

極端に斜めに松葉杖をつかないでください。破損や転倒につながる恐れがあります。

本製品の耐荷重は100kgです。体重100kg以上の⽅は使⽤しないでください。

本製品を⽕気に近づけないでください。やけどや製品の変形の恐れがあります。

グリップ⾼さ調節ロックを解除した状態や、グリップ⾼さ調節ロックがしっかりとロックされていない状
態で使⽤しないでください。使⽤中にグリップが突然移動し、転倒する恐れがあります。

注意 取り扱いを誤るとケガや製品の破損などにつながる恐れがあります

禁⽌

強い衝撃を与えたり乱暴に取り扱ったりしないでください。破損の恐れがあります。

破損の恐れがありますので、調節可能な範囲を超えて全⻑を調節しようとしないでください。

破損の恐れがありますので、グリップ⾼さ調節ロックに無理な⼒をかけないでください。

お⼿⼊れの際に腐⾷性の洗剤や強い酸性の洗剤を使⽤しないでください。

注意

ご⾃⾝の⾝⻑に合わせたサイズの松葉杖をご使⽤ください。8-389-01〜03それぞれの適応
⾝⻑の⽬安はp11の仕様欄に記載されています。

全⻑調節の際は全⻑調節⽳や接合部などに指を挟まないよう⼗分ご注意ください。

先端ゴムの交換時は先端ゴムがしっかりと奥まで⼊っているかご確認ください。

先端ゴム・脇パッド・グリップは消耗品です。摩耗・損傷した場合は交換してください。

70％アルコール、次亜塩素酸⽔での消毒はできません。本製品のお⼿⼊れには中性洗剤をご
使⽤ください。

廃棄する際は⾃治体の規則に従ってください。



ラベルについて（重要）
本製品には①ご使⽤開始⽇記⼊⽤のラベル、②ロット番号（製造年⽉）記載ラベルの2種類のラベルが2本両
⽅ともに貼られています。開封時に必ずご確認ください。

① ご使⽤開始⽇記⼊⽤のラベル
ご使⽤開始⽇記⼊⽤のラベル（図1）は図2のようにフレーム上部に貼りつけられています。使⽤期間を確認で
きるようにするため、必ず開封時に「ご使⽤開始⽇」欄への記⼊をお願いいたします。また、ラベル右側には和
⽂取扱説明書（本書）のQRコードも記載されています。（※下のQRコードはサンプルです。）

② ロット番号（製造年⽉）記載ラベル
ロット番号（製造年⽉）記載ラベル（図1）はフレーム上部（図2）に貼られています。ロット番号は製造年
下2桁＋製造⽉2桁で記載されています。例えば図1の場合では製造年⽉は2023年5⽉となります。不具合な
どがあった場合はお問い合わせの際にロット番号をお伝えください。

ご使⽤開始⽇
記⼊欄

和⽂取扱説明書QRコード
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図1

図2

製造年 製造⽉

図1 図2

※上の製造年⽉（ロット番号）はサンプルです。



全⻑調節⼿順

注意︓全⻑調節時は全⻑調節⽳や接合部などに指を挟まないようご注意ください。
① ⽚⽅の⼿で左右の全⻑調節ボタンを押し込みながら、もう⽚⽅の⼿でシャフトを持って引っ張り、任意の位置に

ある全⻑調節⽳にボタンを出します。全⻑調節ボタンの位置が上がると松葉杖の全⻑が⻑く、下がると全⻑が
短くなります。

※全⻑調節⽳付近に各調節⽳に調節した場合の適合⾝⻑（参考）が記載されています。全⻑調節する際の
⽬安としてご確認ください。適合⾝⻑はで9段階（3cm間隔）で記載されています。適合⾝⻑の範囲はp11
『仕様』をご確認ください。

全⻑調節
ボタン

全⻑調節⽳

任意の位置にある全⻑
調節⽳にボタンを出す

シャフト

ボタンを押して
シャフトを引く
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② カチッと⾳がして全⻑調節ボタンが全⻑調節⽳にしっかりと⼊っていることをご確認ください。また、全⻑調節ボタ
ンの位置が左右で同じ⾼さになっているか必ずご確認ください。

③ ⼀般的に直⽴した状態で脇パッドが脇下3〜5cmくらいの位置にあるときが適切な⾼さですが、専⾨の医師や
指導員の指⽰に従って適切な全⻑に調節してください。

※上図は8-389-02のものです。



グリップ⾼さ調節⼿順

① フレームを持ちながら左右のグリップ⾼さ調節ロックを外側（下図⽮印の⽅向）にカチッと⾳がするまで引き出し、
ロックを解除します。

引き出す 引き出す

ロック時

ロック解除時

グリップ⾼さ調節ロック断⾯図グリップ⾼さ調節ロック拡⼤図

ピンが調節⽳の中に
⼊っている

ピンが調節⽳の中に
⼊っていない

グリップ⾼さ調節ロック断⾯図グリップ⾼さ調節ロック拡⼤図
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② フレームを持ちながらグリップを上下にスライドさせ、任意のグリップ⾼さ調節⽳の⾼さに調節します。
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横から⾒た図

グリップ⾼さ
調節⽳

③ グリップ⾼さ調節ロックのピンが調節⽳にしっかり⼊る位置にあることを確認し、グリップ⾼さ調節ロックを内側（下
図⽮印の⽅向）に押します。ピンがグリップ⾼さ調節⽳にしっかりと⼊っていないとグリップ⾼さ調節ロックが完全
にロックされません。完全にロックできない場合はピンがグリップ⾼さ調節⽳に⼊っているかご確認ください。

④ グリップの⾼さを調節した後は、グリップがしっかりと固定されており、ぐらつきなどがないかご確認ください。グリップが
完全にロックされていない状態で絶対に使⽤しないでください。

完全にロックされている

完全にロックされていない

押す 押す

グリップ

グリップ⾼さ調節ロック



グリップ・脇パッド・先端ゴム交換⼿順

グリップ・脇パッド・先端ゴムは消耗品です。摩耗・損傷した場合は新しいものと交換してください。交換品は必ず本
書に記載の品番のものをご使⽤ください。
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グリップ交換⼿順
① 脇パッドを脇あて部から取り外します。（p10参照）
② フレームを押さえながら、下図のように脇あて部をフレームから引き抜きます。

脇あて部

フレーム

引き抜く

③ 左右のグリップ⾼さ調節ロックを外側に引いてロックを解除し、古くなったグリップ（下図丸印部分）をフレームか
ら引き抜きます。

※グリップを引き抜いた際、グリップ⾼さ調節ロック（下図⻘⾊のパーツ）がグリップから外れます。紛失しないようご
注意ください。

引き抜く

グリップ⾼さ調節ロック

グリップ



④ グリップを新しいものに交換します。（交換⽤グリップの品番︓8-389-11）
※品番︓0-6617-52の交換⽤グリップは形状が異なるため使⽤できません。
⑤ 左右のグリップ⾼さ調節ロックを図1のようにグリップの両端に差し込みます。その際、図2のようにピンがフレームに

当たらない位置（ロック解除時の位置）に調節してください。ピンがフレームに当たる位置（ロック時の位置）
まで差し込んでしまうと、ピンがフレームに当たってグリップをフレームに通せませんのでご注意ください。

⑥ ⑤をフレームに通した後、脇あて部をカチッと⾳
がするまでフレームに押し込んで戻します。脇あ
て部を戻したら、脇パッドを元のように取り付け
てください。

図1

図2

ピンがフレームに当たるピンがフレームに当たらない
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グリップ⾼さ調節ロック

グリップ

⑦ p6-7『グリップ⾼さ調節⼿順』と同じ要領でグリップの⾼さを調節し、任意の⾼さの調節⽳でグリップ⾼さ調節
ロックを内側に押してロックします。グリップ⾼さ調節ロックが完全にロックされていることをご確認ください。

押し込む

脇あて部

フレーム



お⼿⼊れ⼿順
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• 本製品のお⼿⼊れは少量の中性洗剤を含ませた柔らかい布か、乾いた柔らかい布で拭いて⾏ってください。
• 70％アルコール、次亜塩素酸⽔での消毒はできません。
• 腐⾷性の洗剤や強い酸性の洗剤は使⽤しないでください。

脇パッド交換⼿順
古い脇パッドを脇あて部から引き抜き、新しい脇パッド（品番︓0-6617-51）を元の位置にしっかりと差し込んで
ください。

脇パッド

脇あて部

先端ゴム交換⼿順
摩耗・損傷した場合は必ず新しい先端ゴム（品番︓0-6617-23）に交換してください。そのまま使⽤されます
と、転倒などの事故につながる恐れがあります。交換するには古い先端ゴムをねじりながら取り外し、新しい先端ゴム
をしっかりと奥まではめてください。

ねじる

先端ゴム



仕様

品番 8-389-01 8-389-02 8-389-03

型番 HC2216-GR-AS HC2217-GR-AS HC2218-GR-AS

適応⾝⻑（⽬安） 約137〜157cm 約157〜178cm 約178〜198cm

全⻑ 950〜1150mm 1130〜1330mm 1330〜1530mm

製品重量（1組） 約1.56kg 約1.7kg 約1.82kg

耐荷重 100kg

⼊数 2本1組

調節幅 全⻑／約25mm幅 × 9段階、 グリップ⾼さ／約40mm幅 × 5段階

材質
本体／アルミニウム（メッキ加⼯） 脇パッド・グリップ／TPR

脇あて部・グリップ⾼さ調節ロック／プラスチック 先端ゴム／天然ゴム

シャフト先端径 Φ22mm

先端ゴム ⽳径 Φ20 × 接地⾯径 Φ44 × ⾼さ 55mm

脇パッド概⼨ 幅 約210 × ⾼さ 約35mm（内⼨︓幅 約170 × ⾼さ 約20mm）

グリップ概⼨ 幅 約95 × ⾼さ 約44mm（グリップ⾼さ調節ロック部分を除く）

交換⽤オプション品

品名 脇パッド グリップ 先端ゴム

品番 0-6617-51 8-389-11 0-6617-23

型番 HC9008GR HC9009-GR-AS HC9023

⾊ グレー

⼊数 1個
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※上記の仕様は予告なく変更となることがあります。あらかじめご了承ください。



使⽤前点検チェックリスト

点検箇所 点検項⽬ チェック

使⽤時の注意

ご使⽤開始⽇がラベルに記⼊されており、使⽤期間が耐⽤年数（4年）以上
経過していないか

体重100kg以上の⽅が使⽤していないか

⾝⻑に合った適切な⻑さ・サイズで使⽤しているか

グリップ・先端ゴム・脇パッドは本書で指定しているものを使⽤しているか
（p11『●交換⽤オプション品』参照）

フレーム・シャフト

異⾳がしないか（例. カラカラと⾳がする、使⽤時に軋むなど）

接合部などにガタツキがないか

⻲裂、キズ、へこみ、変形などの損傷がないか

サビがないか

各調節⽳に破損や異常はないか

全⻑調節ボタンがしっかりと全⻑調節⽳から⾶び出しているか

左右の全⻑調節ボタンが同じ⾼さになっているか

全⻑調節ボタンがスムーズに動くか（押しこみ・⾶び出し）

グリップ

グリップが摩耗・損傷していないか

グリップ⾼さ調節ロックが完全にロックされているか

グリップがしっかりと固定されているか

グリップ⾼さ調節ロックが損傷・変形していないか

先端ゴム
先端ゴムに⻲裂が⼊ったり、摩耗・損傷していないか

先端ゴムがしっかりと奥まで差し込まれているか

脇パッド
脇パッドが摩耗・損傷していないか

脇パッドがしっかりと取りつけられているか

松葉杖の使⽤前に下表の点検事項をご確認ください。万が⼀異常や破損などが⾒つかった場合は使⽤年数にか
かわらず使⽤を中断し、ご購⼊先までご相談いただくか、新しいものに買い替えてください。
グリップ・脇パッド・先端ゴムが摩耗・損傷していた場合はp8-10の⼿順で新しいものを交換してください。
お問い合わせの際は ①ご購⼊時期 ②異常の詳細内容 ③ロット番号 （③の記載位置はp4-5参照）の3点を
お伝えください。
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保証規定 保 証 書
1. 弊社商品を、 当該商品の取扱説明書所定の使⽤⽅法及び使⽤

条件、あるいは、当該商品の仕様または使⽤⽬的から導かれる通
常の使⽤⽅法及び使⽤条件の下で使⽤され故障が⽣じた場合、
お買い上げの⽇より⼀年間無償修理いたします。

2. 次の場合、保証期間中でも有償修理とさせていただきます。
・誤使⽤、不当な修理・改造による故障。
・本品納⼊後の移動や輸送或いは落下等による故障。
・⽕災、天災、異常電圧、公害、塩害等外部要因による故障。
・接続している他の機器が原因による故障。
・⾞両・船舶等での使⽤による故障。
・消耗部品、付属部品の交換。
・本保証書の字句を訂正した場合、購⼊年⽉⽇・購⼊店の記⼊
がない場合、 及び保証書の提⽰がない場合。

3. ここで⾔う保証とは、納⼊品単体の保証を意味するもので、納⼊品
の故障により誘発される損害は、 ご容赦頂きます。

4. 本保証書は⽇本国内においてのみ有効です。

本製品は厳正な検査を経て出荷されておりますが、万⼀保証期間内に
左記保証規定１に基づく正常な使⽤状態での故障の節は左記保証規
定により修理いたします。

品名 松葉杖

品番 8-389-01〜03

保証期間 お買い上げ⽇より 1 年間

お買い上げ⽇ 年 ⽉ ⽇

お名前 様

ご住所 TEL.

取り扱い店名 担当者印

住所 TEL.

第1版 2023年 5⽉ 作成

Made in Taiwan 
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商品についてのお問い合わせは
カスタマー相談センター

TEL 0120-711-875 

受付時間︓午前9時〜午後5時30分まで
⼟・⽇・祝⽇及び弊社休業⽇はご利⽤いただけません

問合せ専⽤URL https://help.as-1.co.jp/q

修理・校正についてのお問い合わせは
修理窓⼝

TEL 0120-788-535

<問合せ専⽤> URL https://www.as-1.co.jp/faq/support
E-mail repair@so.as-1.co.jp

受付時間︓午前9時〜12時、午後1時〜5時30分まで
⼟・⽇・祝⽇及び弊社休業⽇はご利⽤いただけません


